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秋山憲治先生は，２０１８年３月３１日をもって神奈川大学を定年退職され，同年４月１日付で本
学名誉教授となられました。長年のご貢献に対する深謝と惜別の思いを込めて，本論文集を捧げ
ます。
先生は横浜国立大学を卒業後，横浜市立大学大学院経済学研究科に進学され，相原光先生のも
とで国際経済学，貿易論を専攻されました。先生が研究を本格化された１９７０・８０年代において，
国際経済におけるもっとも重要な問題の一つは日米通商摩擦でした。先生はこの問題にいち早く
注目され，アメリカ留学を機に研究を深化させ，その成果を１９９０年に刊行された『アメリカ通
商政策と貿易摩擦』（同文舘出版）を皮切りに，『技術貿易とハイテク摩擦』（同文舘出版，１９９１
年），『日米通商摩擦の研究』（同文舘出版，１９９４年）としてまとめ矢継ぎ早に発表されました。こ
れらは日米通商摩擦に関する初めての本格的・体系的研究で，洛陽の紙価を高からしめました。
先生が１７年間の愛知大学での勤務を経て本学に着任されたのは１９９７年です。爾来２１年間に
わたる先生の多方面でのご活躍には目を見張るものがあります。日米通商摩擦の研究で高い評価
を確立された先生は，時代の流れを的確に読み取り，研究の焦点をアジア，中国，米中関係へと
シフトさせ，『米国・中国・日本の国際貿易関係』（白桃書房，２００９年），『アジア社会と水』（文
眞堂，２０１８年）などの著書を刊行されました。このように先生は常に，時代の提起している問
題をいかに捉えるか，という姿勢で研究されてきました。それは本論文集に掲載されている巻頭
論文にも示されています。また先生は，講義，ゼミナールを通じて学部教育に熱心に取り組むと
ともに，大学院教育にも尽力されてきました。大学院では数多くの中国の留学生を引き受けて教
育し社会に送り出すことで，日中の交流に多大な貢献をされたことは忘れられません。
先生は研究，教育に加え大学行政面でも多大な貢献をされてきました。経済学研究科委員長，
経済学部長，評議員などの要職に就かれ，本学および経済学部の発展に寄与されました。
さらに先生について特筆すべきことは，２０１３年にアジア研究センターを立ち上げ，２０１８年ま

での５年間，所長としてその運営の先頭に立ってこられたことです。同センターは年報や研究叢
書を刊行し，定期的にシンポジウムを開催して，その研究水準の高さを示しています。こうした
組織を一からつくり上げ運営された先生のリーダーシップには感服するほかありません。
先生は「何でもこの眼で見てやろう」という精神で，アメリカ，西欧，中東欧，アジア，中東
などの多くの国々を訪れられたと伺っています。こうした好奇心が時代の提起している問題を捉
えることにつながったのではないかと拝察いたします。これからも旺盛な好奇心を持ち続け，お
元気でご活躍されることをお祈り申し上げます。
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